製品別比較表（標準医薬品との比較） 案
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	後発医薬品
	標準医薬品

	製品名

（一般名）
	ヘパリン類似物質ローション0.3％｢YD｣
（ヘパリン類似物質）
	ヒルドイドローション0.3％

	販売会社名

（製造販売会社名）
	日本ジェネリック
（陽進堂）
	

	薬価
（標準医薬品との差）
	4.00円/g
（14.50円/g）
	18.50円/g

	規格
	1g中　ヘパリン類似物質3mgを含有

	薬効分類

（標準商品分類番号）
	血行促進・皮膚保湿剤 ヘパリン類似物質製剤
（873339）

	効能又は効果
	○血栓性静脈炎(痔核を含む)
○血行障害に基づく疼痛と炎症性疾患(注射後の硬結並びに疼痛)
○凍瘡
○肥厚性瘢痕・ケロイドの治療と予防
○進行性指掌角皮症
○皮脂欠乏症
○外傷(打撲、捻挫、挫傷)後の腫脹・血腫・腱鞘炎・筋肉痛・関節炎
○筋性斜頸(乳児期)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【標準医薬品に同じ】

	用法及び用量
	通常、1日1～数回適量を患部に塗布する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【標準医薬品に同じ】

	添加剤
	カルボキシビニルポリマー、ヒプロメロース、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレングリコール、1,3-ブチレングリコール、グリセリン、トリエタノールアミン、メチルパラベン、プロピルパラベン
	グリセリン、白色ワセリン、スクワラン、セタノール、還元ラノリン、セトマクロゴール1000、モノステアリン酸グリセリン、パラオキシ安息香酸エチル、パラオキシ安息香酸プロピル、カルボキシビニルポリマー、ジイソプロパノールアミン

	製品の性状
	無色～微黄色澄明のローション剤で、においはない
	白色のローション剤で、わずかに特異なにおいがある

	
	識別コード
	YD 706
	識別コード
	

	規制区分
	-

	貯法
	室温保存
	室温保存

	品質再評価
	-
生物学的同等性試験

	標準製剤との同等性
	

	
	

	
	1.紫外線紅斑抑制作用（抗炎症作用）
ヘパリン類似物質ローション0.3%「YD」、ヘパリン類似物質ローション0.3%「日医工」各200mgを塗布したモルモットを用いて、紫外線照射後の紅斑強度を測定した結果、コントロール群に比較して両製剤とも有意な紅斑抑制作用が認められた。また、両製剤間の効果に有意差は認められず、両製剤の生物学的同等性が確認された。
2.鎮痛作用

ヘパリン類似物質ローション0.3%「YD」、ヘパリン類似物質ローション0.3%「日医工」各200mgを用いて、炎症性浮腫を惹起させたラットにおける疼痛閾値圧を測定した結果、コントロール群に比較して両製剤とも有意に疼痛閾値圧を上昇させ、鎮痛作用が認められた。また、両製剤間の効果に有意差は認めらず、両製剤の生物学的同等性が確認された。
3.血液凝固抑制作用
ヘパリン類似物質ローション0.3%「YD」、ヘパリン類似物質ローション0.3%「日医工」各3gを埋没させたウサギにおける血液凝固時間を測定した結果、コントロール群に比較して両製剤とも有意な血液凝固抑制作用が認められた。また、両製剤間の効果に有意差は認められず、両製剤の生物学的同等性が確認された。
試験製剤と標準製剤は同等であると判断された。
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	連絡先
	


